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第 7 章 緑化重点地区計画 
１ 緑化重点地区の設定 

■緑化重点地区とは 
本市の重点的な緑化施策に加え、市⺠及び事業者などの多様な主体において、それぞれの⽴場で⾃

主的な緑化推進が積極的に⾏われることを期待し、市⺠の緑化意識の⾼揚を促すとともに、緑の基本
計画がめざす緑の将来像を具体化するために緑化重点地区を指定します。 

 

 

 

 

■緑化重点地区の設定範囲 
本市では、以下の 5 地区を緑化重点地区とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図 7-1 緑化重点地区の位置 

洲原⾵致地区⼀帯 

⾯積 約 480ha 

テーマ ⾃然・潤い 

「重点的かつ先導的に施策を⾏う地区」として緑の保全と緑化を推進 

⼩垣江駅周辺 

⾯積 約 260ha 

テーマ 快適・潤い 

フローラルガーデンよさみ⼀帯 

⾯積 約 310ha 

テーマ 彩り・安らぎ 

刈⾕市総合運動公園⼀帯 

⾯積 約 285ha 

テーマ 健康・交流 

刈⾕駅周辺・⻲城跡⾵致地区⼀帯 

⾯積 約 610ha 

テーマ 歴史・⽂化 
にぎわい 
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２ 洲原⾵致地区⼀帯 

■現状と課題 
・国指定の天然記念物である⼩堤⻄池のカキツバタ群落の保護活動を継続し後世に引き継いでいくことが重要です。 
・岩ケ池公園は刈⾕スマートインターチェンジやパーキングエリア機能をいかしたレクリエーション拠点としての機 

能拡充が必要です。 
・井ケ⾕地区や東境地区の市街化区域では、⾝近な公園や緑地が不⾜しています。 

■地区の緑づくり⽅針 
 
 
 

 

 
 

■地区の緑づくりの⽅針図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

  

  

地区の緑づくりのテーマ 自然・潤い 

市域唯⼀の丘陵地とため池群がつくりだす美しい景観
を保全し、洲原公園の拡充・機能強化を図るとともに、
スマートインターチェンジやパーキングエリア機能をい
かしたレクリエーション拠点として岩ケ池公園の拡充・
機能強化を図り、⾃然と潤いあるまちづくりを進めます。 

洲原⾵致地区の景観資源と 
その周辺環境の保全と活⽤ 社寺林の保全 

歴史の⼩径でつながる 
地域の緑の保全 

⼩堤⻄池の 
カキツバタ群落の保全 

１０００ｍ ０ ５００

●基本⽅針と施策との対応 たかめる つくる まもる つなぐ 

[⽤語の説明] 
※「緑のみち」︓緑の将来像図で定めた緑の軸の⼀つ。本市の⽔と緑のネットワークを形成する街路樹や沿道緑化などによる幹線道路軸。 
※「緑のこみち」︓本計画の緑化重点地区で定め、主要な公園を結び、地区内を周遊できる歩⾏者ネットワーク。 

公募設置管理制度 
（Park-PFI）などの活⽤ 

岩ケ池公園の 
拡充・機能強化 

井⽥公園の整備 

河川・道路の緑化推進 

市⺠緑地認定制度の活⽤ 

ワークショップによる公園整備 

洲原緑道の充実 指定管理者制度の運営⽀援 

⺠有地緑化の推進 

洲原公園の 
拡充・機能強化 

ため池の 
⽣物多様性の保全 

「緑のこみち※」の活⽤ 

《主な施策の内容》 
〇洲原公園の拡充・機能強化を図り、市⺠の余暇

の充実や健康増進の機会充実を図ります。 
〇岩ケ池公園の拡充・機能強化とともに、刈⾕ス

マートインターチェンジ周辺の緑の保全・緑化
を推進します。 

〇井ケ⾕地区や東境地区を緑化重点地区に含め、
公園整備や市⺠緑地認定制度の活⽤などによ
り、緑化の推進を図ります。 
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３ 刈⾕市総合運動公園⼀帯 

■現状と課題 
・刈⾕市総合運動公園は、本市のスポーツ・レクリエーション拠点として利⽤者が多く、さらなる拡充・機能強化が 

求められています。 
・市⺠の健康増進のために、ウォーキングやサイクリングなどを楽しむᅉ妻川緑地の拡張整備が必要です。 
・今川地区や泉⽥地区は、⾝近な公園や緑地が不⾜しています。 
 

■地区の緑づくり⽅針 

 

 

 

■地区の緑づくりの⽅針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 刈⾕市総合運動公園を核として、ᅉ妻川緑地や
桜づつみの整備、⺠有地の緑化を推進し、市⺠の
多様なニーズに対応できる、健康増進や交流促進
を図ることができるスポーツ・レクリエーション
拠点の形成をめざします。 

市⺠緑地認定制度の活⽤ 

刈⾕市総合運動公園の 
拡充・機能強化 

「緑のこみち」の活⽤ 

ᅉ妻川の桜づつみ 
「桜のみち」の整備 

河川・道路の緑化推進 

指定管理者制度の運営⽀援 

社寺林の保全 

⺠有地緑化の推進 

歴史の⼩径でつながる 
地域の緑の保全 

地区の緑づくりのテーマ 健康・交流 

《主な施策の内容》 
〇刈⾕市総合運動公園の拡充・機能強化とᅉ妻川

の桜づつみの整備を継続して推進します。 
〇今川地区や泉⽥地区を緑化重点地区に含め、公

園整備や市⺠緑地認定制度の活⽤などにより、
緑化の推進を図ります。 

ᅉ妻川緑地の推進整備 

⽥園⾵景の保全 

１０００ｍ ０ ５００

たかめる ●基本⽅針と施策との対応 つくる まもる つなぐ 

公募設置管理制度 
（Park-PFI）などの活⽤ 
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4 刈⾕駅周辺・⻲城跡⾵致地区⼀帯 

■現状と課題 
・中⼼市街地は、⺠間活⼒をいかした市街地再開発などの⾼度利⽤の進展に合わせて、公開空地や市⺠緑地など

緑とオープンスペースの確保が望まれます。 
・既成市街地では、低未利⽤地の活⽤などにより緑化を推進し、潤いある市街地景観の創出が必要です。 
・⻲城跡⾵致地区周辺は、多くの歴史・⽂化資源が残る歴史保全エリアとしての緑の保全が必要です。 
・⻲城公園は、歴史博物館の活⽤と合わせて歴史公園化の整備を推進し、拡充・機能強化が求められます。 

■地区の緑づくり⽅針 

 

 

 

 

■地区の緑づくりの⽅針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の緑づくりのテーマ 歴史・文化・にぎわい 

 刈⾕駅から刈⾕市駅にかけての中⼼市街地は、重点
的に都市づくりを推進する地区であり、⺠間活⼒をい
かした緑のまちづくりを推進し、⻲城跡⾵致地区⼀帯
は、⾃然的景観の維持を図り、城下町の名残を感じさ
せる歴史や⽂化を尊重したまちづくりを進めます。 

１０００ｍ ０ ５００

たかめる ●基本⽅針と施策との対応 つくる まもる つなぐ 

⼤規模⼯場の緑化など 
⺠有地緑化の推進 

⻲城公園周辺の桜並⽊ 
「桜のみち」の整備 

河川敷 
運動広場の整備 

サイクリングロードの整備 

⻲城跡⾵致地区の  
景観資源とその周辺環境の保全 

「緑のこみち」の活⽤ 

河川・道路の緑化推進 

《主な施策の内容》 
〇刈⾕駅と刈⾕市駅にかけての中⼼市街地地区

を緑化重点地区に指定し、中⼼市街地のにぎわ
いをつくる緑化を推進します。 

〇⻲城公園周辺の⼋幡町周辺からᅉ妻駅南部を
緑化重点地区に含め、「桜のみち」の整備など
により、緑化の推進を図ります。 

公募設置管理制度 
（Park-PFI）などの活⽤ 

市⺠緑地認定制度の活⽤ 

公園ストックの再編 

歴史の⼩径でつながる 
地域の緑の保全 

社寺林の保全 

歴史保全エリアの 
緑の保全(城下町) 

彩りと潤いのある 
市街地景観の創出 

⻲城公園の 
拡充・機能強化 

⻲城公園の 
歴史公園化 
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5 フローラルガーデンよさみ⼀帯 

■現状と課題 
・フローラルガーデンよさみやミササガパーク（猿渡公園）は利⽤者が多く、さらなる拡充・機能強化が必要です。 
・市街化区域の拡⼤に伴い、都市公園や緩衝緑地などの整備を検討する必要があります。 
・野⽥町の⻄部地区は、⾝近な公園や緑地が不⾜しています。 

■地区の緑づくり⽅針 

 

 

 

  

 

 

■地区の緑づくりの⽅針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の緑づくりのテーマ 彩り・安らぎ 

 フローラルガーデンよさみとミササガパークの２
つの特⾊ある公園を活⽤し、⺠有地の緑化を推進す
るとともに、野⽥⼋幡宮などの社寺林の保全を図り、
花と緑が豊かなまちづくりを進めます。 

地域の顔となる公園づくり 

ワークショップ 
による公園整備 

街区公園の整備 

社寺林の保全 

河川・道路の緑化推進 

公募設置管理制度 
（Park-PFI）などの活⽤ 

歴史の⼩径でつながる 
地域の緑の保全 

《主な施策の内容》 
〇フローラルガーデンよさみやミササガパーク

を核として、「緑のみち」や「緑のこみち」、「歴
史の⼩径」を活⽤して地区全体の緑の保全・緑
化を推進します。 

〇野⽥町の⻄部地区を緑化重点地区に含め、公園
整備や市⺠緑地認定制度の活⽤などにより、緑
化の推進を図ります。 

１０００ｍ ０ ５００

たかめる ●基本⽅針と施策との対応 つくる まもる つなぐ 

指定管理者制度の運営⽀援 

「緑のこみち」の活⽤ 

フローラルガーデン  
よさみの拡充・機能強化 

公募設置管理制度 
（Park-PFI）などの活⽤ 

市⺠緑地認定制度の活⽤ 
市街化区域拡⼤による 
公園緑地の適正配置 

⺠有地緑化の推進 
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6 ⼩垣江駅周辺 

■現状と課題  
・⼩垣江公園の⼀部が未整備となっています。 
・市街化区域の拡⼤予定地については、適正な公園緑地の配置計画が必要となります。 
・⼩垣江駅⻄側の市街地は、⾝近な公園や緑地が不⾜しています。 

 
■地区の緑づくり⽅針 

 

 

 

 

■地区の緑づくりの⽅針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地区の緑づくりのテーマ 快適・潤い 

 ⽣活利便性の⾼い市街地の形成をめざす⼩垣江駅周
辺においては、ワークショップなどを通じて整備した
公園を活⽤するとともに、公園や緑地が不⾜する地域
の緑の創出を図り、快適で潤いのあるまちづくりを進
めます。 

《主な施策の内容》 
〇⼩垣江駅⻄側の市街地地区を緑化重点地区に

含め、公園整備や市⺠緑地認定制度の活⽤な
どにより、緑化の推進を図ります。 

〇「歴史の⼩径」と「緑のこみち」を活⽤して
⼩垣江駅周辺の緑に保全・緑化を推進します。 

１０００ｍ ０ ５００

たかめる ●基本⽅針と施策との対応 つくる まもる つなぐ 

地域の顔となる公園づくり 

ワークショップによる公園整備 

「緑のこみち」の活⽤ 

歴史の⼩径でつながる 
地域の緑の保全 

市⺠緑地認定制度の活⽤ 

市街化区域拡⼤による 
公園緑地の適正配置 

社寺林の保全 

⺠有地緑化の推進 

河川・道路の緑化推進 


